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≪第２回検討会≫

■日時 平成３０年６月２８日（木） １４：００～１６：００

■場所 三溝公民館

■メンバー 佐賀大学：有馬隆文教授（座長）

地元自治会（神野校区会長、若楠校区会長、

三溝、新家、草場区、駅東、八丁畷）

神野小、成章中、佐賀商業高校、

佐賀北警察署、佐賀県、佐賀市（事務局）

■議題

○市道三溝線の現状分析

○道路空間の活用方策

○社会実験の実施計画

市道三溝線再整備検討会だより

■市道三溝線の現状分析

▲前回に続き様々な意見が交わされました

第２回検討会では、沿線の状況を確認し、整備の方向性について話し合いました。
また、９月に実施する社会実験の実施計画について確認しました。

～第２号～
H30.7.６
発 行

・時間別の交通量や、事故の発生状況を確認しました。
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人/h 歩行者・自転車の通行量

■道路空間の活用方策

・現在でも、高校総体などのイベント時は歩行者が多い。アリーナ新設を控えており、道路
を見直す必要があると思う。
・三溝線だけでなく、周辺の道路も含めてアリーナ方面への誘導方法を考えることが重要。
・自動車の周辺道路への流入と、事故の発生状況が連動しているように感じる。社会実験
の中で、流入の状況を把握する必要がある。

○松山市花園町通り
・車線数を減少（６車線→２車線）し、自転車通行空間や
歩行者の滞留空間を創出

・周辺道路へ通過交通が流入する要因と、その対策について意見交換を行いました。

佐賀北警察署からデータをご提供いただき、市道三溝線周辺の事故発生状況についても確認しました。

【南北方向】
青：４１秒
赤：６９秒

【東西方向】
青：２３秒
赤：８７秒

【南北方向】
青：６８秒
赤：４２秒

【東西方向】
青：３０秒
赤：８０秒

・一度は通ってみたいと思うような道路にすることが重要。
・新たな店舗が出店に繋がる、魅力的な道路空間を整備してほしい。
・三溝線の幅員や状況に似た事例も紹介してほしい。

自動車×自転車の事故件数

日中も多数発生

○検討会における主な意見

○検討会における主な意見

▲市道三溝線の交通量(アパホテル前交差点)

自動車×歩行者の事故件数

５件中３件が夕方・夜間に発生

朝夕のピークに集中

時間別の差が比較的小さい

▲市道三溝線の事故発生状況(Ｈ２６～Ｈ２９)

・社会実験時に、周辺道路の交通量
を調査し、流入の実態を把握。
・北口駅前広場の再整備と併せ、北口
交差点の出入口の一元化を検討。
・その際に、警察と協議しながら、面的
な信号現示の見直しを検討。

東西方向の信号の青時間が短く、同方
向の混雑が発生。

信号を迂回しようと、周辺道路へ通過
交通が流入。

・歩道空間の活用方策について、他市の事例を検証しました。

整備前 整備後

変則交差点のため
青時間が短い

・駅北口は、出入口が異なる変則交差
点であることが青時間短縮の要因。
・信号は周辺の交差点と連動しているた
め、個別の調整が困難。

「出合頭」の事故が多い 全て「横断中」の事故

～裏面へ続く～



○アンケート

ミニ
ストップ

アパ
ホテル

【発行・お問い合わせ】
佐賀市役所 佐賀駅周辺整備構想推進室
電話：０９５２-４０-７００７
E-mail：sagaeki@city.saga.lg.jp

■社会実験の実施計画 ■社会実験中の調査計画

～第３回検討会～
社会実験の結果について検証します。

（１０月ごろに開催予定）

○実験概要
[日程]・９月中旬（月曜日から日曜日までの１週間）

・前後各１日で設置・撤去
※台風上陸などの荒天が予想される場合は延期

[内容]・東側１車線を自転車道に変更し、交通への
影響を確認

単位：メートル

▲東側に自転車道を仮設

▲テープで区画線を仮設

▲誘導看板を仮設

右折レーン
・

西側 東側

【施設配置イメージ】

○社会実験の詳しい内容は、今後、チラシや市報などでお知らせします。

・社会実験中は、アンケートや交通量調査を実
施します。調査へのご協力をお願いします。

：交通量調査（本線・周辺道路）
：渋滞長調査
：自転車通行位置調査

自転車道

【実施区間】

▲交通量調査位置図

市道三溝線
（約９００ｍ）

佐賀駅

佐賀駅

単管バリケード

駅北口交差点

機動隊前交差点

国道２６４号
(堀江通り)

○交通量調査

・沿線アンケート（戸別配布・郵送回収）
・街頭ヒアリング（歩行者・自転車を対象）


